
2008

17,118 
8,122 
8,996 
6,645

1月1日現在　（　）内は前月比 

2
南伊勢町議会開催……………………………②〜③ 
確定申告の受付期間…………………………④〜⑤

後期高齢者医療制度…………………………⑥〜⑧

老人保健制度………………………………………⑨
年金通信……………………………………………⑩ 
動物相談……………………………………………⑪
町文だより・南伊勢高校だより……………⑫〜⑬

町立病院からこんにちは…………………………⑭
お知らせ・ご案内・募集要項……………………⑮
まちのできごと・わが家のアイドル………⑯〜⑰

くらしの情報…………………………………⑱〜⑲

（－21） 
（－14） 
（－ 7） 
（＋2） 

FEBRUARY
No.29

成人式（町民文化会館） 



（2） 

広報 

可
決
さ
れ
た
議
案 

南
伊
勢
町
議
会
開
催 

　
平
成
１９
年
第
４
回
南
伊
勢
町
議
会
（
定
例
会
）
が
１２
月
１１
日
か
ら
１７
日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
議
案
３１
件
上
程
さ
れ
、
内
２９
件
可
決
さ
れ
、
否

決
２
件
あ
り
ま
し
た
。 

●  

南
伊
勢
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て 　
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
地
方

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
規
定
整
備
の
た
め
南
伊
勢
町

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

●  

南
伊
勢
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一

般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

等
に
よ
り
規
定
整
備
の
た
め
南
伊
勢
町
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

●  

南
伊
勢
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
公
営
住
宅
の
入
居
者
等
の
生
活
の
安
全

と
平
穏
の
確
保
及
び
公
営
住
宅
制
度
の
信

頼
確
保
等
の
た
め
に
示
さ
れ
た
国
土
交
通

省
住
宅
局
の
基
本
方
針
を
受
け
、
暴
力
団

員
の
排
除
に
係
る
措
置
の
明
確
化
及
び
公

営
住
宅
管
理
に
お
け
る
適
切
な
対
応
を
行

う
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

●  

南
伊
勢
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
等
の
生

活
の
安
全
と
平
穏
の
確
保
及
び
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
制
度
の
信
頼
確
保
等
の
た
め
に

示
さ
れ
た
国
土
交
通
省
住
宅
局
の
基
本
方

針
を
受
け
、
暴
力
団
員
の
排
除
に
係
る
措

置
の
明
確
化
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管

理
に
お
け
る
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
、

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

●  

南
伊
勢
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関 

        

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て 

　
看
護
の
充
実
を
図
る
た
め
、
夜
間
看
護

体
制
の
見
直
し
に
よ
る
看
護
師
等
の
適
切

な
対
応
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

●  

三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
三
重
県

市
町
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

　
こ
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

︵
昭
和

２２
年
法
律
第

６７
号
︶
第
２
５
２
条

の
７
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

２
５
２
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
要
す
る
た
め
、
本
議
案
を

提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

● 

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て 

１
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
奥
河
内
に

編
入
す
る
区
域

   
度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
河
内
４
７
の

一
部
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
で

あ
る
公
有
地
の
全
部

２
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
河
内
に
編

入
す
る
区
域

   

度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
奥
河
内
４
５

の
一
部
、
４
６
の
２
の
一
部

３
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
日
丸
に
編

入
す
る
区
域

   

度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
日
丸
口
２
４

０
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ

る
公
有
地
の
全
部

　
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
２
６
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

●  

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て 

１
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
ワ
セ
タ
に

編
入
す
る
区
域

   

度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
下
垣
内
７
９

０
の
１
の
一
部
、
７
９
６
の
一
部
、
７
９

７
、
７
９
８
、
７
９
８
の
１
の
一
部
、
８

０
０
、
８
０
１
の
１
、
８
０
１
の
２
、
８

０
２
、
８
０
３
の
１
、
８
０
３
の
２
、
８

０
４
、
８
０
５
の
一
部
、
８
０
７
の
一
部

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
で

あ
る
公
有
地
の
全
部
　
　

１
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
下
垣
内
に

編
入
す
る
区
域

   

度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
ワ
セ
タ
８
３

２
の
２
の
一
部
、
８
３
３
の
１
の
一
部
、

８
３
４
の
一
部
、
８
３
５
の
一
部
、
８
３

６
の
１
の
一
部

　
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
２
６
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

●  

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て 

１
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
中
手
に
編

入
す
る
区
域
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度
会
郡
南
伊
勢
町
大
江
字
中
手
口
１
５

３
０
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

　
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
２
６
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

●  

町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ
い
て 

︿
認
定
す
る
路
線
﹀

路
線
名
　
木
谷
下
津
浦
線
　

起
点
　
下
津
浦
字
エ
ボ
シ

２１
番
４
　

終
点
　
下
津
浦
字
濱
ノ
坪

７０
番
２
　

延
長
　
７
７
７
・
０
ⅿ
　

幅
員
　
５
・
０
〜

２０
・
０
ⅿ
　

︿
廃
止
す
る
路
線
﹀

路
線
名
　
木
谷
下
津
浦
線
　

起
点
　
下
津
浦
字
エ
ボ
シ

２６
番
３
地
先
　

終
点
　
下
津
浦
字
カ
マ
ガ
谷

６５
番
３
地
先 

延
長
　
６
９
７
・
９
ⅿ
　

幅
員
　
７
・
１
〜

１８
・
８
ⅿ

　
町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
を
す
る
た

め
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
８
８
４
４
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８０
億
６
９
５
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
０

８
万
円
と
し
ま
し
た
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
４
１
８
７
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ

２８
億
２
２
２
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
９
２
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２５

億
３
９
３
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

●  
平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ

２０
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１６
億

１
９
６
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

　
歳
出
予
算
の
組
換
え
の
た
め
の
補
正
で

す
。 

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
６
９
７
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ

１１
億
５
４
１
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
上
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

　
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
は
、
収
益

的
収
入

４７
万
円
、
同
支
出

７２
万
円
減
額
し
、

水
道
事
業
収
益
２
億
３
７
３
７
万
円
、
水

道
事
業
費
用
２
億
３
２
７
０
万
円
と
し
ま

し
た
。
資
本
的
支
出
５
６
０
万
円
増
額
し
、

１
億
５
０
５
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
認
定

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
住
宅
新
築
資
金

　
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
福
祉
資
金
貸
付

　
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

　
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

　
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
老
人
保
健
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
介
護
保
険
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

　
て

●  
平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
戸
別
合
併
処
理

　
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
病
院
事
業
会
計

　
決
算
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
上
水
道
事
業
会

　
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
諮
問

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
河
口 

敬
氏

を
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
推
薦
し
た
い
の

で
、
人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３
項
規

定
に
よ
り
、
意
見
を
求
め
る
。

　
請
願

・ 

最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る

請
願
書

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
抜
本
的
見
直

し
を
求
め
る
請
願
書

　
発
議

○ 

三
重
県
の
﹁
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
﹂

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

○ 

最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書

○ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
抜
本
的
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

◆
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て
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確
定
申
告

確
定
申
告
の
受
付
期
間

受
付
期
間
は 
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は 

︽
所
得
税
︵
町
県
民
税
︶
と
は
・
・
・
︾

　
所
得
税
は
、
税
法
に
従
っ
て
自
ら
自
分
の
所

得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税

す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
申
告
し

な
か
っ
た
り
、
申
告
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら
申
告

を
し
た
り
す
る
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
て
も
、
町
県

民
税
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
度
申
告
会
場
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︽
申
告
が
必
要
な
人
と
は
・
・
・
︾
　
　

　
所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は

主
に
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
で
す
。 

      

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人 

      

②
給
与
の
年
間
収
入
が
２
、
０
０
０
万
円
を
超

え
る
人
︵
所
得
税
︶ 

      

③
給
与
を
１
ケ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各
種
の

所
得
金
額︵
給
与
所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
︶　

の
合
計
額
が

２０
万
円
を
超
え
る
人
。       

④
給
与
を
２
ケ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
年

末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
、

各
種
の
所
得
金
額
︵
給
与
所
得
、
退
職
所
得
を

除
く
︶
と
の
合
計
額
が

２０
万
円
を
超
え
る
人
。 

⑤
申
告
書
が
届
い
た
人
。
ま
た
、
申
告
書
が
届

か
な
く
て
も
、
平
成

２０
年
１
月
１
日
現
在
、
南

伊
勢
町
に
住
ん
で
い
て
平
成
１９
年
中
に
少
し
で

も
所
得
が
あ
っ
た
人 

      

︽
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税
︾ 

      

　
パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
所
得
に
な
り
ま

す
。
給
与
収
入
が
１
０
３
万
円
以
下
で
あ
れ
ば

扶
養
控
除
︵
配
偶
者
控
除
︶
の
対
象
と
な
り
、

自
身
に
も
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。 

      

︽
申
告
に
必
要
な
主
な
も
の
︾ 

      

①
申
告
書 

      

②
源
泉
徴
収
票
︵
コ
ピ
ー
は
使
え
ま
せ
ん
︶

③
所
得
金
額
の
計
算
に
必
要
な
、
収
入
金
額
や

必
要
経
費
の
分
か
る
書
類

④
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
・
個
人
年
金
な

ど
の
証
明
書

⑤
医
療
費
の
領
収

⑥
印
鑑
及
び
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

2

18
月 

3

17
月 

「
所
得
税
」「
町
県
民
税
」の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！ 

　
個
人
事
業
主
の
方
は
こ
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

申
告
は
１
年
の

総
決
算 

で
す
。
お
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
さ
て
と
一
服
と
思
わ
ず
に
早
い
内
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
『
確
定
申
告
の
手
引
き
』
な
ど
を
参
考
に
〝
節
税
〞
に
つ
い
て
も
勉
強
さ
れ
て
み
て
は

・
・
・
・
。
　
伊
勢
税
務
署
、
役
場
税
務
課
で
は
「
所
得
税
」
と
「
町
県
民
税
」
の
申
告
納
税
相
談

を
２
月
１８
日
（
月
）
か
ら 

３
月
１７
日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
左
記
の
日
程
表
の
と
お
り
各
地

区
に
て
会
場
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

      

│
│
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ
│
│

　
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
の
添
付
が
必
要
に
な
り 

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

<申告書が届かなかったら・・・>        
　申告書が届かなくても、多額の医療費を支払った方、年の途中で退職

し、所得税を源泉された方は申告することができます。       

<青色申告者の方は・・・>        
　青色申告者の方は、ご自分で申告書を作成し、提出してください。 

<所得税も町県民税も申告しないでおくと・・・>        
　国民健康保険税の軽減対象になれなかったり、保育所の保険料が違っ

てきたり、児童手当の申請ができなかったり、所得証明が発行できない

などということになります。       

<土地や建物を売ったら・・・>        
　土地や建物を売った場合は、譲渡所得として申告が必要となります。 

※　詳しくは、伊勢税務署　資産課税部門

       （☎ 0596−28−3191　内線 54）まで       

－確定申告書はホ－ムペ－ジで楽々作成－
　税務署に行けない方は、国税庁ホ−ムペ−ジ「確定申告作成コ−ナ−」
をご利用ください。       
　国税庁のホ−ムペ−ジアドレスは、http：//ｗｗｗ．nta．go．jp       

ここがポイント！ ここがポイント！ 

●青色申告の方は、ご自分で申告書を作成し、提出してください。
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平成20年 2月 

平成20年度（19年分）申告納税相談日程表 
南島地区

2月18日 

2月19日 

2月20日 

2月21日 

2月22日 

2月25日 

2月26日 

2月27日 

2月28日 

2月29日 

3月  3日 

3月  4日 

3月  5日 

3月  6日 

3月  7日 

3月10日 

3月11日 

 

3月12日 

 

3月13日 

 

3月14日 

3月17日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

 

水 

 

木 

 

金 

月 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：00～16：00 

9：00～16：00 

9：00～16：00 

9：00～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

9：00～11：30 

13：00～16：00   

9：00～11：30 

13：00～16：00   

9：00～11：30 

13：00～16：00   

9：00～16：00 

9：00～16：00

中津浜浦 

田曽浦 

田曽浦 

宿　浦 

宿　浦 

船　越 

切　原 

五ｹ所浦・飯満 

五ｹ所浦・飯満 

全地区 

全地区 

礫　浦 

相賀浦 

迫間浦 

内　瀬 

伊勢路 

斎　 田 

押渕・始神 

下津浦 

木　谷 

神津佐 

泉 

全地区 

全地区 

中津浜浦漁村センタ－ 

田曽浦漁村センタ－ 

田曽浦漁村センタ－ 

宿浦区民センタ－ 

宿浦区民センタ－ 

船越公民館 

切原公民館 

南伊勢町役場南勢庁舎 

南伊勢町役場南勢庁舎 

南伊勢町役場南勢庁舎 

南伊勢町役場南勢庁舎 

礫浦漁民センタ－ 

くまの灘漁協相賀浦支部 

くまの灘漁協迫間浦支部 

内瀬多目的集会所 

伊勢路多目的集会施設 

斎田多目的集会施設 

押渕公民館 

下津浦生活改善センタ－ 

木谷の館 

神津佐公民館 

泉地区農業研修施設 

南伊勢町役場南勢庁舎 

南伊勢町役場南勢庁舎 

2月18日 
 

2月19日 
 

2月20日 
 

2月21日 
 

2月22日 
 

2月25日 
 

2月26日 
 

2月27日 
 

2月28日 
 

2月29日 
 

3月  3日 
 

3月  4日 
 

3月  5日 
 

3月  6日 
 

3月  7日 
 

3月10日 
 

3月11日 
 

3月12日 
 

3月13日 
 

3月14日 
 

3月17日 

月 
 
火 
 
水 
 
木 
 
金 
 
月 
 
火 
 
水 
 
木 
 
金 
 
月 
 
火 
 
水 
 
木 
 
金 
 
月 
 
火 
 
水 
 
木 
 
金 
 
月 
 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～11：30 
13：30～15：30   

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～12：00 
13：30～15：30   
9：00～12：00 
13：30～15：30   

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～12：00 
13：30～15：30   
9：00～12：00 
13：30～15：30   

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30 
 

9：00～15：30

慥柄浦 
 

阿曽浦 
 

阿曽浦 
 

贄　 浦 
 

贄　 浦 
 

道行竈 
大方竈 

神前浦 
 

神前浦 
 

村　 山 
 

道　 方 
大　 江 

東　 宮 
 

奈屋浦 
 

奈屋浦 
 

伊勢地 
河　 内 
小方竈 

棚橋竃・新桑竈 

方座浦 
 

方座浦 
 

栃木竈 
古和浦 

 古和浦 
 

全地区 
 

全地区 

慥柄浦集会所 
 
阿曽浦合同ビル 
 
阿曽浦合同ビル 
 
第二公民館（贄浦） 
 
第二公民館（贄浦） 
 
道行竈生活改善センタ－ 
大方竈生活改善センタ－ 
 
南伊勢町役場南島庁舎 
 

南伊勢町役場南島庁舎 

村山多目的集会施設 
村山生活改善センタ－ 
道方生活改善センタ－ 
大江公民館 
 
東宮区務所 
 
奈屋浦多目的集会施設 
 
奈屋浦多目的集会施設 
 
伊勢地多目的集会施設 
河内多目的集会施設 
小方竈多目的集会施設 
ふるさと憩いの家 
 
くまの灘漁協方座浦支部 
 
くまの灘漁協方座浦支部 
 
第一公民館（古和浦） 
 
第一公民館（古和浦） 
 
南伊勢町役場南島庁舎 
 
南伊勢町役場南島庁舎 

納税相談会場 納税相談地区 納税相談時間 曜日 月 日 

南勢地区

納税相談会場 納税相談地区 納税相談時間 曜日 月 日 

詳しいお問い合わせは   

　伊勢税務署　　（☎  ０５９６－２８－３１９１） 

　南伊勢町役場   

　南勢庁舎税務課（☎  ０５９９－６６－１１１２） 

　南島庁舎地域サ－ビスセンタ－総務室   

　　　　　　　　（☎  ０５９６－７７－１１１１） 
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広報 

　
国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成
２０
年
４
月

１
日
か
ら
、
﹁
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
﹃
後
期
高
齢

者
﹄
︵
６５
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
制
度

に
加
入
す
る
か
た
を
含
む
︶
﹂
に
係
る
医
療
に
つ

い
て
は
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
主
要
な
目
的
と

し
て
、
従
来
の
老
人
保
健
制
度
か
ら
、
全
市
町
村

が
加
入
す
る
広
域
連
合
を
運
営
主
体
と
す
る
独
立

し
た
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
で
は
次
の
よ
う
な

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
①
　
後
期
高
齢
者
が
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

　
　
被
用
者
保
険
に
加
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険

　
　
料
を
払
い
つ
つ
、
給
付
は
市
町
村
か
ら
受
け

　
　
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
料
の
決

　
　
定
主
体
で
あ
る
医
療
保
険
者
と
給
付
主
体
で

　
　
あ
る
市
町
村
は
別
で
あ
り
、
財
政
運
営
の
責

　
　
任
が
明
確
で
な
い
。

　
②
　
市
町
村
が
医
療
保
険
の
保
険
料
か
ら
の
拠

　
　
出
金
と
公
費
と
を
財
源
と
し
て
運
営
す
る
仕

　
　
組
み
で
、
拠
出
金
の
中
の
現
役
世
代
と
高
齢

　
　
者
の
保
険
料
が
区
分
さ
れ
て
お
ら
ず
、
両
者

　
　
の
費
用
負
担
関
係
は
明
確
で
な
い
。

　
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て

は
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
に

　
①
　
独
立
の
医
療
保
険
制
度
を
創
設
し
、
都
道

　
　
府
県
の
区
域
内
の
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す

　
　
る
広
域
連
合
が
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
る
財

　
　
政
運
営
の
責
任
主
体
の
明
確
化

　
②
　
高
齢
者
の
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
と
し

　
　
て
保
険
料
を
収
め
、
高
齢
者
と
支
え
手
で
あ

　
　
　
る
現
役
世
代
の
負
担
の
明
確
化
・
公
平
化

を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
と
保

険
料
に
つ
い
て
は
２
月
号
で
、
給
付
に
つ
い
て
は

３
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

●
資
格

○
制
度
の
施
行
日
　
　
　

　
平
成
２０
年
４
月
１
日

○
運
営
主
体
　
　
　
　
　

　
県
内
全
て
の
市
町
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

○
広
域
連
合
と
市
町
の
役
割

　
広
域
連
合
⋯
被
保
険
者
の
認
定
、
資
格
管
理
、

　
　
　
　
　
　
保
険
証
等
の
交
付

　
市
　
　
町
⋯
加
入
、
脱
退
の
届
出
の
受
付
、
保

　
　
　
　
　
　
険
証
の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口
業
務

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て 

被保険者 

被保険者証の提示 
医療費の一部負担 医療機関 

三重県後期高齢者 
医療広域連合 

保険料決定 

保
険
料 

納
付
通
知 

保
険
料
納
付 

被
保
険
者
証 

引
渡
し 

医
療
費
請
求 

医
療
費
支
払 

市町 情報提供 

被保険者証交付 

診療 
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平成20年 2月 

○
対
象
と
な
る
か
た

　
三
重
県
内
に
住
所
を
有
す
る

７５
歳
以
上
の
全
て
の
か
た
︵
生

活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か

た
は
除
き
ま
す
︶

※
６５
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
り
、
制
度
に
加
入
す
る
か

た
を
含
み
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
医

療
保
険
︵
国
民
健
康
保
険
、
被

用
者
保
険
︶
を
脱
退
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

　
　
被
用
者
保
険
と
は
、
政
府

　
管
掌
健
康
保
険
や
、
企
業
の

　
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
公

　
務
員
の
共
済
組
合
等
の
こ
と

　
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
は

　
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

○
資
格
取
得
す
る
日

①
平
成
２０
年
４
月
１
日
現
在
、

　　７５
歳
以
上
の
か
た

▼
制
度
施
行
日
︵
平
成
２０
年
４

月
１
日
︶
か
ら
資
格
を
取
得

②
６５
歳
〜
７４
歳
で
一
定
以
上
障

害
認
定
申
請
に
よ
り
老
人
保
健

資
格
を
取
得
し
て
い
る
か
た

︵
本
人
の
申
出
に
よ
り
資
格
喪

失
で
き
ま
す
︶

▼
制
度
施
行
日
︵
平
成
２０
年
４

月
１
日
︶
か
ら
資
格
を
取
得

③
制
度
施
行
後
、
７５
歳
と
な
る

か
た

▼
７５
歳
年
齢
到
達
日︵
誕
生
日
︶

か
ら
資
格
を
取
得

④
制
度
施
行
後
、
６５
歳
〜
７４
歳

で
一
定
以
上
障
害
認
定
申
請
を

さ
れ
た
か
た

▼
広
域
連
合
か
ら
認
定
を
受
け

た
日
か
ら
資
格
を
取
得

○
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
に

　
つ
い
て 

　
被
保
険
者
証
は
１
人
１
枚
交

付
し
ま
す
。

 

・
老
人
保
健
制
度
か
ら
移
行
さ

れ
る
か
た
に
は
、
３
月
下
旬
に

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

 

・
制
度
施
行
後
に
７５
歳
に
な
る

か
た
に
は
、
７５
歳
到
達
日
の
前

に
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

 

・
障
が
い
認
定
申
請
を
さ
れ
た

か
た
に
は
、
認
定
後
に
被
保
険

者
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
な
お
、
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
毎
年
７
月
末
日
と
な
っ

て
お
り
、
７
月
中
に
８
月
か
ら

翌
年
７
月
末
ま
で
有
効
の
新
た

な
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

○
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　
自
己
負
担
額
は
現
行
の
老
人

保
健
制
度
と
同
様
で
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
１
割
︵
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
︶
の
金
額
で
す
。

●
保
険
料 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

介
護
保
険
制
度
と
同
様
に
全
て

の
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
対

し
て
保
険
料
を
算
定
、
賦
課
し

ま
す
。

○
保
険
料
の
算
定 

　
保
険
料
は
、
医
療
給
付
等
を

行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
も

と
に
算
定
し
ま
す
。
各
被
保
険

者
の
保
険
料
の
内
訳
は
、
被
保

険
者
均
等
割︵
応
益
割
︶と
所
得

割︵
応
能
割
︶が
基
本
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
所
得
割
の
算
定
対

象
所
得
は
﹁
基
礎
控
除
後
の
総

所
得
金
額
等
﹂
を
基
準
と
し
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
の
上
限
は

年
額
５０
万
円
︵
被
保
険
者
均
等

割
と
所
得
割
の
合
計
︶
と
な
り

ま
す
。

　
被
保
険
者
均
等
割
額
と
所
得

割
率
に
つ
い
て
は
原
則
県
内
均

一
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
お
い
て
２
年
ご
と
に
算

定
し
ま
す
。

※
平
成
２０
年
度
お
よ
び
２１
年
度

に
お
け
る
被
保
険
者
均
等
割
額

と
所
得
割
率
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
被
保
険
者
均
等
割
額 

　
　
　
　
　
３
６
、
７
５
８
円

　
所
得
割
率 

　

　
　
　
　
　
６
・
７
９
％

○
保
険
料
の
軽
減
措
置 

◆
低
所
得
者
に
係
る
軽
減 

　
低
所
得
世
帯
に
属
す
る
か
た

に
つ
い
て
は
、
世
帯
の
所
得
水

準
に
応
じ
て
一
定
の
計
算
に
基

づ
き
保
険
料
の
被
保
険
者
均
等

割
部
分
の
軽
減
︵
７
割
、
５
割
、

２
割
︶
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
総
所
得
金
額
等
が
左
記
の
金

　
額
以
下
の
世
帯

︵
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３３
万
円
　
　
　
　

　
　
　
軽
減
割
合
　
　
７
割

　
３３
万
円
＋
２４
・
５
万
円 

× 

当

　
該
世
帯
の
被
保
険
者
の
数

　
︵
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主

　
　
を
除
く
︶

　
　
　
軽
減
割
合
　
　
５
割

　
３３
万
円 

＋ 

３５
万
円 

× 

当
該

　
世
帯
の
被
保
険
者
の
数

　
　
　
軽
減
割
合
　
　
２
割

※
６５
歳
以
上
の
か
た
の
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
は
、

そ
の
所
得
か
ら
１５
万
円
を
差
し

引
い
て
判
定
し
ま
す
。

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に

係
る
軽
減 

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ

れ
る
前
日
に
お
い
て
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
た

か
た
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
保

険
料
負
担
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

激
変
緩
和
の
た
め
制
度
加
入
時

か
ら
２
年
間
は
被
保
険
者
均
等

割
を
５
割
軽
減
し
、
所
得
割
は

課
し
ま
せ
ん
。

※
平
成
２０
年
度
に
つ
い
て
は
、

時
限
措
置
と
し
て
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
６
か
月
間
の
保
険
料

は
無
料
と
な
り
、
１０
月
か
ら
平

成
２１
年
３
月
ま
で
の
６
か
月
間

の
保
険
料
は
被
保
険
者
均
等
割

が
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り

ま
す
。
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（参考）具体的な年間保険料額の例
　　　下表は一般的な例となっておりますので、あくまで参考としてご覧ください。

・基礎年金受給者【基礎年金７９万円】［一人世帯の場合］　

　　　被保険者均等割　１１,０２７円 ＋ 所得割　　　 なし 　　　＝ １１，０２７円　　

　　　　　　　　　　　　（７割軽減）

・厚生年金の平均的な年金額の受給者【厚生年金２０１万円】［一人世帯の場合］

　　　被保険者均等割　２９,４０６円 ＋ 所得割　３２，５９２円　＝ ６１，９９８円　　　　

　　　　　　　　　　　　（２割軽減）

・厚生年金の平均的な年金額の夫【厚生年金２０１万円】とその妻（基礎年金受給者）【基礎年金７９万円】

　［二人世帯の場合］

　　○厚生年金受給している夫

　　　被保険者均等割　２９,４０６円 ＋ 所得割　３２，５９２円　＝ ６１，９９８円　

　　　　　　　　　　　　（２割軽減）　

　　○基礎年金受給している妻

　　　被保険者均等割　２９,４０６円 ＋ 所得割　　　 なし 　　　＝ ２９，４０６円

　　　　　　　　　　　　（２割軽減）

・自営業者である世帯主と同居する者【世帯主（子） 年収３９０万円、親 基礎年金７９万円】　　

　　　被保険者均等割　３６,７５８円 ＋ 所得割　　　 なし 　　　＝ ３６，７５８円

・被用者の子供と同居する者【子 政府管掌保険 平均年収３９０万円、親 基礎年金７９万円】

　　　被保険者均等割　３６,７５８円 ＋ 所得割　　　 なし 　　　＝ ３６，７５８円　

被用者保険の被扶養者となっていたかたについては、次の激変緩和措置を行います。　

　後期高齢者医療制度に加入したときから２年間、被保険者均等割額の５割を軽減し、所得割を課しません。

　　※平成20年度については、時限措置として４月から９月までの６か月間保険料は無料となり、10月から

　　　平成21年３月まで６か月間の保険料は被保険者均等割が９割軽減された額となります。

○
保
険
料
の
減
免 

　
災
害
に
あ
っ
た
場
合
や
生
活
困

窮
に
よ
る
保
険
料
の
納
付
が
著
し

く
困
難
な
場
合
な
ど
、
一
定
の
基

準
に
基
づ
き
、
申
請
に
よ
る
保
険

料
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

 

○
保
険
料
の
徴
収

　
原
則
と
し
て
、
年
額

１８
万
円
以

上
の
年
金
受
給
の
か
た
は
年
金
か

ら
天
引
き
︵
特
別
徴
収
︶
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と

あ
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金
額

の
１
／
２
を
超
え
る
か
た
や
そ
の

他
の
事
情
に
よ
り
特
別
徴
収
さ
れ

な
い
か
た
に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
等
の
方
法
に
よ
り
市
・
町
に
対

し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
︵
普

通
徴
収
︶
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
の
徴
収
月
お

よ
び
普
通
徴
収
の
納
期
は
次
の
と

お
り
で
す
。

特
別
徴
収
の
徴
収
月
　
　

　
４
月
、
６
月
、
８
月
、

１０
月
、

　　１２
月
、
２
月

︵
※ 

４
月
、
６
月
、
８
月
は
仮
徴

収
で
す
。
︶

普
通
徴
収
の
納
期
　
　
　

　
１
期(

７
月)

、
２
期(

８
月)

、
３

期(

９
月)

、
４
期(

１０
月)

、
５
期

(
１１
月)

、
６
期(

１２
月)

、
７
期(

１

月)
、
８
期(

２
月)

、
９
期(

３
月)

 

○
保
険
料
を
滞
納
す
る
と 

　
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な

い
の
に
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
も
ら
い
、

﹁
短
期
被
保
険
者
証
﹂ま
た
は
﹁
被

保
険
者
資
格
証
明
書
﹂
を
交
付
し

ま
す
。
な
お
保
険
料
を
完
納
さ
れ

た
り
、
滞
納
額
が
著
し
く
減
少
し

た
と
き
は
、
改
め
て
被
保
険
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

　
県
政
だ
よ
り
１
月
号
に
関
連
記

事
が
あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
広
報
３
月
号
に
も
関
連
記
事
を

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

●

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
　
　
　
　

   

☎ 

０
５
９︵
２
２
１
︶６
８
８
３

   

☎ 

０
５
９︵
２
２
１
︶６
８
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
９︵
２
２
１
︶６
８
８
１

●

南
伊
勢
町
役
場
住
民
保
険
課    

　
☎
０
５
９
９︵
６
６
︶１
１
１
６

●

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.7

5
iry

o
.b

iz-

w
e
b

.jp
/
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平成20年 2月 

老
人
保
健
制
度 

健康手帳と医療受給者証は大切に！ 

　健康手帳には、健康管理に役立つ記録や情報が記載されてい

ます。「医療受給者証」は、老人保健で医療機関にかかるため

の証明書です。診療の時には忘れずに「医療受給者証」・「健康

保険証」を医療機関の窓口に提示してください。 

　なお、加入している健康保険証が変更になった場合には、 

「新しい保険証」・「印鑑」をお持ちの上、直ちに役場住民保険

課または南島庁舎住民室、各出張所へお届けください。 

老人医療費の推移

年度 受給者数 年間の医療費 伸率 年間一人当りの医療費 

16 

17 

18

4,056 

3,832 

3,620

28億9053万円 

28億0075万円 

25億8755万円 

0.2％ 

－3.1％ 

－7.6％ 

71.2万円 

73.1万円 

71.5万円 

限度額適用・標準負担額認定制度をご存知ですか？ 
　老人保健受給者の方で、世帯全員が非課税の方は申請により次の制度が適用されます。

1.　病院の窓口での一部負担金が下記表のとおり軽減されます。

2.　入院時の食事療養費の窓口負担金が軽減されます。

　　　入院時の窓口での食事療養費は一般の方は、１食260円ですが、住民税非課税世帯の方は、１食

　　210円でさらに長期入院の方は160円に減額されます。

所得区分 外　来
（個人単位）

入院時および世帯単位の
自己負担限度額（月額）

入院時の食事代（1食あたり）
注）療養病床への入院の場合は異なります。

一　般　の　方 12,000円 44,400円 260円

住民税
非課税

低所得
Ⅱの方

低所得Ⅰの方

8,000円
24,600円

15,000円

90日までの入院

過去12ヶ月以内に
90日を超える入院

100円

210円

160円

※単身世帯で年金収入のみの場合80万円以下の方が低所得Ⅰとなります。
※低所得者Ⅰ・Ⅱの方は入院の際「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となりますので、窓口で申請してください。

お問い合わせ・申請は、住民保険課老人保健係まで　☎（0599）66－1116

　
老
人
保
健
制
度
は
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
国
民
み
ん
な
で
医

療
費
を
出
し
合
う
制
度
で
す
。 

　
平
成
１８
年
度
の
老
人
医
療
費

の
支
出
額
は
、２５
億
８
、７
５
５

万
円
で
、
一
人
あ
た
り
年
間

医
療
費
が
７１
・
５
万
円（
三

重
県
内
平
均
７２
・
６
万
円
）と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
に
な
る
と
高
血
圧
症
、

高
脂
血
症
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
を
か
か

え
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。
生

活
習
慣
病
は
、
完
治
が
難
し
く

他
の
病
気
も
併
発
し
や
す
い
た

め
、
通
院
や
入
院
な
ど
の
療
養

期
間
も
長
く
な
り
ま
す
。 

　
生
活
習
慣
病
は
、
気
が
つ
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
る
事

が
多
い
も
の
で
す
。
年
に
一
度

は
健
康
診
断
を
受
け
早
期
に
発

見
し
治
療
へ
と
結
び
つ
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
健
康
維
持
に
留

意
す
る
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
ひ
い
て
は
医
療
費
の
節

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。 
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ねんきん

特別便

ご自身による

記録の確認

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
お
送
り
し
ま
す
。 
年金 
通信 
年金 
通信 

　
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
約
５
、
０
０
０
万
件
の
記

録
に
つ
い
て
、
平
成

１９
年

１１
月
か

ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄

せ
作
業
を
開
始
し
、
そ
の
結
果
、

皆
様
の
基
礎
年
金
番
号
の
記
録
と

結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
が

出
て
き
た
方
に
、

１２
月
か
ら
平
成

２０
年
３
月
ま
で
の
間
に
、
﹁
ね
ん

き
ん
特
別
便
﹂
を
順
次
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
皆
様
の

方
に
も
、
順
次
﹁
ね
ん
き
ん
特
別

便
﹂
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

●
　
年
金
受
給
者
の
方
々
へ
は
、

平
成

２０
年
４
月
か
ら
５
月
ま
で
の

間
に
。

●
　
現
役
加
入
者
の
方
々
へ
は
、

６
月
か
ら

１０
月
ま
で
の
間
に
。

﹁
ね
ん
き
ん
特
別
便
﹂
に
よ
る
ご

本
人
様
の
ご
確
認
お
よ
び
お
手
続

き
を
経
て
、
は
じ
め
て
記
録
が
結

び
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
﹁
ね

ん
き
ん
特
別
便
﹂
に
よ
り
、
ご
自

身
の
年
金
記
録
に
記
載
も
れ
や
誤

り
が
な
い
か
を
ご
確
認
の
上
、
必

ず
お
手
続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「ねんきん特別便」と記録統合までの流れ

ご自身による

回答

確
認 

は
が
き 

お勤め先等
資 格 取 得
年  月  日

資 格 喪 失
年  月  日

加  入
月  数

ABC会社
国民年金

昭和37. 4. 1

昭和47.10.1

昭和46.10.1

昭和58.10.1

114

132

※　お手元に届きました「年金記録の

　お知らせ」をご覧になり、お勤め先

　やそこでの年金制度への加入の日・

　脱退の日(退職した日の翌日)などに

　記載漏れや誤りがないかを十分ご確

　認ください。

年
金
記
録 

の
お
知
ら
せ 

年
金
加
入 

記
録
照
会
票 

○年金加入

履歴および

加入期間が

記載されて

います。

○ご自身の確

認結果をご回

答いただく様

式です。

詳しくは下記をご覧ください。 

社会保険庁に 
よる調査・確認 

記録の統合 
（確認完了） 

確
認 

は
が
き 

年
金
加
入 

記
録
照
会
票 

切り取る

年
金
加
入
記
録
の
確
認
後
の

お
手
続
き
の
流
れ 

　
年
金
加
入
記
録
に
訂
正
が
あ
る

場
合
、
年
金
受
給
者
と
現
役
加
入

者
で
は
、
手
続
き
方
法
が
異
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

訂
正
が
な
い 

︵
年
金
受
給
者
・
現
役
加
入
者
と
も)

　
同
封
の
﹁
年
金
加
入
記
録
照
会

票
﹂
か
ら
﹁
確
認
は
が
き
﹂
を
切

り
取
っ
て

″訂
正
が
な
い
″
を
○

で
囲
み
、
提
出
年
月
日
、
氏
名
を

ご
記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
以
上
で
記
録
が
確
認
さ
れ
ま

す
。

   

訂
正
が
あ
る 

︵
記
載
さ
れ
て
い
な
い
加
入
期
間

が
あ
る
。記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る)

　
同
封
の
﹁
年
金
加
入
記
録
照
会

票
﹂
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た

だ
き
、
﹁
確
認
は
が
き
﹂
を
切
り

取
ら
ず

″訂
正
が
あ
る
″
を
○
で

囲
ん
で
く
だ
さ
い
。 

  

確
認 

は
が
き 

年
金
加
入 

記
録
照
会
票 

切り取らない

年
金
受
給
者 

●
﹁
年
金
加
入
記
録
照
会
票
﹂
に

年
金
証
書
を
添
え
て
お
近
く
の
社

会
保
険
事
務
所
で
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。

●
社
会
保
険
事
務
所
へ
来
所
で
き

な
い
場
合
は
、
﹁
ね
ん
き
ん
特
別

便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
﹂
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。︵
郵
送
に
よ
る
手
続
き
方

法
等
を
ご
案
内
し
ま
す
。︶

　
社
会
保
険
事
務
所
で
記
録
の
確

認
を
行
い
、
年
金
額
の
変
更
と
な

る
場
合
は
、
年
金
額
の
改
定
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

現
役
加
入
者 

﹁
年
金
加
入
記
録
照
会
票
﹂
を
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
庁
で
記
録
の
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

︻ 

ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は 

︼

﹁
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
﹂
へ(

ご
利
用
時
間
は
同
封
書
類

で
ご
確
認
を)

☎
０
５
７
０︵
０
５
８
︶５
５
５

※ 

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　
０
３︵
６
７
０
０
︶１
１
４
４
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

※ 

一
般
の
年
金
相
談
は
、﹁
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
﹂

　
０
５
７
０︵
０
５
︶１
１
６
５
ま
で
。

※ 

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談

窓
口
へ
も
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ

(h
ttp

:/
/

w
w

w
.sia

.g
o

.jp
/

)

ま

で
。

(

注
意)

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
関
し
て
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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シリーズ動物相談 
～迷い犬～ 

伊勢保健福祉事務所衛生指導課（☎0596-27-5151） 
生活環境課（☎0596-77-0005） 

　
伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
（
伊
勢

保
健
所
）
に
は
、
犬
に
か
か
わ
る

苦
情
や
、
「
犬
が
飼
え
な
く
な
っ

た
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と

い
う
相
談
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。 

　
今
回
は
、
よ
く
あ
る
相
談
の
中

か
ら
、
「
飼
い
犬
が
自
宅
か
ら
逃

げ
て
し
ま
っ
た
」
場
合
の
対
処
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

　
伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

左
図
の
よ
う
な
流
れ
で
、
飼
い
主

か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
保
護
し
て

い
る
犬
の
中
か
ら
探
し
て
い
る
犬

が
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

飼
い
主
に
連
絡
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

な
る
べ
く
早
く
連
絡
を 

　
犬
の
首
輪
に
、
迷
子
札
・
犬
鑑

札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
が
付

い
て
い
れ
ば
飼
い
主
を
特
定
で
き

ま
す
が
、
札
が
付
い
て
い
な
い
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、

す
ぐ
保
健
所
や
警
察
に
連
絡
し
て

探
す
人
も
い
れ
ば
、
そ
の
う
ち
帰

っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
１
週

間
以
上
様
子
を
見
て
か
ら
連
絡
す

る
人
も
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
札
が
な
く
、
飼
い
主

不
明
の
犬
が
保
健
所
に
収
容
さ
れ

た
場
合
、
抑
留
で
き
る
期
間
は
、

法
律
に
基
づ
き
、
３
日
間
で
、
そ

の
後
、
安
楽
死
の
処
分
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
飼
い
主
が
早
く
保
健
所
に
相
談

す
れ
ば
、
飼
い
主
の
も
と
に
帰
れ

る
可
能
性
は
高
く
な
り
ま
す
。
犬

が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
飼
い
主
の

責
任
で
す
ぐ
に
探
す
と
と
も
に
、

な
る
べ
く
早
く
保
健
所
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
﹁
迷
い
犬
を
し
ば
ら
く

預
か
っ
て
お
く
の
で
、
飼
い
主
が

分
か
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
、
迷
い
犬
の
飼
い
主
探
し
に
協

力
し
て
く
れ
る
心
優
し
い
人
も
い

て
、
保
健
所
に
収
容
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
飼
い
主
の
も
と
へ
帰
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

   

　
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ 

●
飼
い
犬
が
い
な
い
こ
と
に
気
付

い
た
ら
、
保
健
所
・
警
察
な
ど
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
交
通
事
故
に
遭
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
の
で
、
付
近
を
探
し
て
く

だ
さ
い

●
迷
子
札
・
犬
鑑
札
な
ど
を
付
け

て
く
だ
さ
い

●
雷
・
花
火
の
夜
は
、
飼
い
犬
が

逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
、
特
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い

　
迷
い
犬
を
保
護
し
た
人
へ 

●
犬
鑑
札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
が
付
い
て
い
た
ら
、
記
載
番
号

を
生
活
環
境
課
︵ 

☎
０
５
９
６-

７
７-

０
０
０
５ 

︶
へ
報
告
し
て

く
だ
さ
い

●
保
健
所
・
町
な
ど
へ
連
絡
す
る

と
き
は
、
犬
の
特
徴
、
保
護
日
時

・
場
所
な
ど
を
、
分
か
る
範
囲
で

教
え
て
く
だ
さ
い

飼い犬が逃げてしまった場合の 
電話でのやりとりの例 

　ここで、保健所の職員は、犬

の特徴（雑種か純血種か、毛色、

性別、年齢、大きさ、首輪の有無

と色）、失踪日時・場所、飼い主

の住所・氏名・電話番号を確認

します。 

　これらの情報をもとに、保健

所に保護されている犬の記録

や、犬を保護し一時的に預かっ

ている人の台帳を確認し、飼い

主に回答します。 

職　員「はい、伊勢保健所です」 

 

 

飼い主「昨日の雷が原因で、犬がいなくなった

　　　　のですが、保護されていないでしょうか？」 

 

 

職　員「それでは、これからお聞きする内容に

　　　　ついてお答えください」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職　員 ① 特徴の似た犬が保健所に保護されて

　　　　いる場合 

　　　　「お宅の犬に似た犬が保健所で保護され

　　　　ています。確認に来ていただき、お宅の 

　　　　犬であると判明したら、手続きをしてか

　　　　ら返還します。返還手続きには、印鑑と

　　　　手数料3,500円が必要です。」 

　　　 ② 特徴の似た犬を町内の人が一時的に保

　　　　護している場合 

　　　　「お宅の犬に似た犬を保護して預かって

　　　　くれている人がいます。一度、その人と 

　　　　連絡を取ってご確認ください。」 

　　　 ③ 特徴の似た犬が台帳にない場合 

　　　　「残念ですが、お宅の犬に似た犬はいま

　　　　せん。台帳に記載し、今後、似た犬が保

　　　　護されれば連絡します。」 



（12） 

広報 

南伊勢町町民文化会館指定管理者　NPO法人みなみいせ市民活動ネット（MICAN） 
　　〒516-0101 三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦3917　☎ 0599－67－1011

　寒い2月は、暖かいロビーで、金澤恵子さん、

恵さん親子共演によるほのぼのしたピアノ演奏

会をお贈りします。

名作童話紙芝居開催のお知らせ 

3 階南伊勢図書室では、仲西榮助さんに
よる名作童話の紙芝居を開いています。
お子達とご一緒にお楽しみください。 

コヤマプレゼンツ　ロビーコンサート 

ギャラリーみかんからのお知らせ 

ピアノコンサート 

国
の
事
業
ロ
ー
ン
（
普
通
貸
付
）
 

ほ
と
ん
ど
の
業
種
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

◆
ご
融
資
金
額
　
　
４
、８
０
０
万
円
以
内

◆
利
　
　
　
率
　
　
基
準
利
率
 

年
２
・
４
％
〜
　︵
固
定
金
利
︶

◆
ご
返
済
期
間
　
　
運
転
資
金
　
５
年
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
設
備
資
金
　

１０
年
以
内

新
規
開
業
資
金
 

新
た
に
事
業
を
始
め
る
方
や
事
業
開
始
後
間
も
な
い
方
に

◆
ご
融
資
金
額
　
　
７
、２
０
０
万
円
以
内

◆
利
　
　
　
率
　
　
基
準
利
率
　
年
２
・
４
％
〜
︵
固
定
金
利
︶

★
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
に
新
規
性
が
み
ら
れ
る
特
定
の
方
の
設
備

資
金
︵
土
地
を
除
く
︶
は
、
特
利
　
年
１
・
４
％
〜

◆
ご
返
済
期
間
　
　
運
転
資
金
　
５
年
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
設
備
資
金
　

１５
年
以
内

＊
運
転
資
金
に
つ
い
て
は
、
特
に
必
要
な
場
合
7
年
ま
で
延
長
可

能
な
制
度
も
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
利
率
は
平
成
19
年
9
月
12
日
現
在
で
す
。
　
　

創
業
定
例
相
談
会
の
ご
案
内
　

　
予
約
制
に
よ
る
創
業
・
第
二
創

業
に
か
か
る
金
融
相
談
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
﹁
創
業
﹂
を
お
考

え
の
方
や
、
経
営
の
多
角
化
・
事

業
転
換
な
ど
の
﹁
第
二
創
業
﹂
を

お
考
え
の
方
の
金
融
面
で
の
ご
相

談
に
、
専
門
の
担
当
者
が
じ
っ
く

り
お
応
え
し
ま
す
。

相
談
日

毎̈
月
第
１
水
曜
日

時
　
間

午̈
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

国̈
民
生
活
金
融
公
庫
 

　
　
　
　
伊
勢
支
店

料
　
金

無̈
料

予
約
先

¨

☎
０
５
９
６︵
２
４
︶５
１
９
１

問
い
合
わ
せ
先

¨

国
民
生
活
金
融
公
庫
伊
勢
支
店

☎
０
５
９
６︵
２
４
︶５
１
９
１

F
A
X

　
0
5
9
6︵
2
3
︶4
7
6
0

国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度
 

　
　
創
業
定
例
相
談
会
の
ご
案
内
 

金澤恵子・恵親子共演 

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
は
政
府
系
金
融
機
関
と
し
て
、
主
に
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
た
め
の
事
業

資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
商
品
の
仕
入
れ
資
金
等
の
運
転
資
金
や
店
舗
改
装
、
機
械
導
入
等
の
設
備
資
金
に
是
非
当
公
庫

の
資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
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〔開放時間帯〕　◎13：00－17：00 

　　　　　　  ○15：40－17：00 

                    △  9：00－17：00 

                    ×地域開放日ではありません 

・今月より南島校舎図書館は3月の閉館にあたり開放を中止します。

　永らくのご利用ありがとうございました。 

・開館日は会議出張等で変更することがあります。ご了承ください。 
 ● ホームページにて南勢校舎図書館の活動を紹介しています。 

　 http://www.mie-c.ed.jp/hnanse/library/l-top.htm

□11月16（金）　水産業に対する理解を深める＜写真上・左＞ 
　南島校舎の２年生は、総合学習の一環として「三重県科学技術振興センター水産研究部」と

「水産総合研究センター養殖研究所」を見学しました。浜島町の水産研究部では三重県の水産

業について、南伊勢町の養殖研究所ではウナギの種苗生産や魚病診断について学び、地元の主

要産業に対する理解を深めました。 

□11月21日（水）　ユニバーサルデザインのまちづくり＜写真上・中＞ 
　南島校舎の3年生は、総合学習の一環として、車イス体験や高齢者体験、妊婦体験などから

「行動の壁」について学びました。このような体験からユニバーサルデザイン（年齢や障がい

の有無などにかかわらず、最初からできるだけ多くの人が利用可能であるようにデザインする

こと）の考え方を理解し、誰もが暮らしやすい環境について考えました。 

□11月28日（水）　人権講演会実施＜写真上・右＞　  
　南勢校舎では、講師に度会特別支援学校教諭の菊本力（つとむ）氏を迎え、「僕が出会った

子ども達」と題した講演会を開催しました。先生は今まで出会ったご自身の生徒達との触れ合

いの実例をたくさん紹介され、その中に伝えたい考え方や介護の模擬体験などを盛り込んで語

られ、生徒達も熱心に聞き入っていました。 

【生徒感想】●皆一緒じゃなくて当たり前ということを改めて思った。●すごく為になり関心

を持った。私は先生みたいに人の為になる仕事をしたいと思った 

□12月18日（火）、19日（水）熱戦、校内大会！＜写真下＞　 
　　　　　　　　　　　　　　　　南勢校舎ではこの両日、校内大会を行い、女子はバレーボ 

　　　　　　　　　　　　　　　ール５チームの総当たり戦、男子はサッカーをトーナメント

　　　　　　　　　　　　　　　戦で争いました。会場の寒さなど感じさせない熱戦が繰り広

　　　　　　　　　　　　　　　げられ、その結果女子は3年2組、男子は3年1組が、それぞれ

　　　　　　　　　　　　　　　高校最後の校内大会を勝利しました。 

月　　火　　木　　金 
 
 
5 
◎ 
12 
◎ 
19 
◎ 
26 
◎ 

 
 
4 
○ 
11 
× 
18 
○ 
25 
○ 

 
 
7 
× 
14 
◎ 
21 
◎ 
28 
◎ 

1 
◎ 
8 
× 
15 
◎ 
22 
◎ 
29 
× 

※地域の皆様に利用していただくよう図書館を 
　開放しています。　　　　　　　 

□図書館開放予定日　2月カレンダー  
　　　南勢校舎図書館        　
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町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！ 

患
者
様
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

　
昨
秋
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
患
者
様

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
に
各
地
区
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
町
立
病
院
主
催
の
住
民
集
会
の
際

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
町
立
病
院
に
、

﹁
病
院
職
員
の
態
度
が
悪
い
﹂
と
い
う

ご
批
判
を
最
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
昨
年
四
月
か
ら
、
住
民
の

皆
様
か
ら
ご
指
摘
、
ご
批
判
を
い
た
だ

き
ま
し
た
職
員
の
患
者
様
へ
の
応
対
の

改
善
に
職
員
一
同
、
真
摯
に
取
り
組
ん

で
き
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
そ
の
経
過

に
つ
い
て
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

診
療
に
関
す
る
医
師
・
看
護
師
の
説
明

に
つ
い
て 

　
医
師
の
説
明
に
は
、
患
者
様
は
ほ
ぼ

満
足
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
受
診
さ
れ
る
全
て
の
患
者
様
に
、

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
努
力
い

た
し
ま
す
。

　
患
者
様
ご
本
人
も
、
ご
納
得
い
く
ま

で
医
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
る
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

  

　
看
護
師
の
説
明
に
は
、
５０
％
の
患
者

様
に
は
満
足
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

﹁
説
明
が
分
か
り
に
く
い
﹂
と
お
っ
し

ゃ
る
患
者
様
が
お
一
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
よ
う
に
、
い
っ
そ
う
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

職
員
の
態
度
や
言
葉
使
い
に
つ
い
て 

   

　
医
師
に
は
、
ほ
ぼ
満
足
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
看
護
師
や
受
付
・
会

計
の
職
員
の
接
遇
︵
患
者
様
へ
の
応
対

の
仕
方
︶
に
は
、
多
数
の
患
者
様
か
ら

厳
し
い
ご
批
判
と
と
も
に
、
多
数
の
改

め
る
べ
き
事
柄
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
、

い
ま
さ
ら
な
が
ら
、
私
は
じ
め
職
員
の

努
力
の
至
ら
な
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

い
っ
そ
う
意
識
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、
院
内
研
修
を
強
化
し
て
、
患
者
様

か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
総
看
護
師
長
　
丹
生
か
づ
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平成２０年度 臨時採用職員の登録募集 
　志摩広域行政組合では、各施設の(花園寮・才庭寮・ともや
ま苑・志摩福祉センター)平成20年度の臨時職員登録募集を次
の通り行います。
　１、登録募集職種 
　　　 看護職員、介護職員、栄養士、調理員、事務員、宿直員
　２、応募資格
　　　（１）組合施設(花園寮・才庭寮・ともやま苑・志摩福祉セン
　　　　　ター)に通勤可能な方。
　　　（２）地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当しない方。
　　　（３）平成２０年４月１日現在、満１８歳以上の方。
　　　（４）看護職員、栄養士については、看護師・准看護師・栄
　　　　　養士免許を有する方。
　３、募集期間
　　　 第１次募集　　２月１日〜２月29日の間で受付
　　　　　　　 　　　午前８時３０分〜午後５時まで
　　　 第２次募集　　第１次募集終了の翌日から随時
　　　 平成20年４月任用については、原則として第１次募集　
　　　 期間登録者の中から面接を行い採用します。
　４、登録期間および採用
　　　 平成20年４月１日〜平成21年３月31日
　５、賃金および採用条件 
　　　 社会保険、雇用保険等は一定の基準を満たした場合に　
　　　 加入します。
　　　 賃金は職種によって異なりますので、お問い合わせく　
　　　 ださい。
　　　 有給休暇は一定の基準を満たした場合に付与します。
　６、申し込み方法 
　　　 組合が発行する申込書に履歴書（写真付）を添付し　　
　　　 て申し込んでください。
　７、申し込み先・問い合わせ先 
　　　 志摩市阿児町神明1537−１
　　　 志摩広域行政組合事務局（特別養護老人ホーム才庭寮内）
            ☎ ０５９９−４３−２１１２

　  三重県警察  
　  就職説明会  
　三重県警察では、警察官や警察事務官

を志す方のために就職説明会を開催しま

す。

　採用試験の受験を考えている方、警察

の仕事に興味がある方など、どなたでも

参加できます。

　参加される方は、三重県警察本部警務

課採用係まで電話で申し込んでください。

この説明会への参加の有無は、採用試験

の結果に一切影響しません。

　会場までは、公共交通機関を利用して

ください。

開催日時・場所

① 2月22日・29日（金）　三重県警察本部

　　　　　　　（津市栄町1丁目100番地）

②  3月７日（金）　四日市庁舎

　　　 　  （四日市市新正4丁目21番5号）

③  3月12日（水）　伊勢庁舎

　　　　　　 　（伊勢市勢田町622番地）

④  3月28日（金）三重県警察本部

　　　　　　　（津市栄町1丁目100番地）

※ 開催時間はいずれも

　　午後１時30分〜３時30分

申し込み・問い合わせ先

三重県警察本部　警務課採用係

☎ 0120-333-247または059-222-0110

受付時間　午前８時30分〜午後６時                              

　　　　　（土・日・祝日を除く)

南勢地区の最高峰・牛草山登山（550㍍）
　五ヶ所湾にそそぐ伊勢路川本流の谷沿いに沢音を聞きなが
ら登ります。
　株立ちの雑木林の中を歩き、途中炭焼き窯跡・イノシシの

水遊び場等がある。自然を満喫するいい山である。

1、日　　時　　２月10日（日）雨天順延

2、集合場所　　南伊勢町総合グランド（伊勢路）

3，受付時間　　午前８時〜8時30分
4、コ ー ス　　
　　　　登山口〜中央コース〜山頂〜尾根〜総合グランド
　　　　　　　（登山口までは乗り合わせ）
5、準 備 物　　山登りの服装・弁当・雨具等
6、参 加 費　　会員200円　　一般500円
7、申し込み　　必要ありません
8、そ の 他　　雨天順延ですが迷われたらお問い合わせく
　　　　　　　  ださい。
問い合わせ先　南勢テクテク会事務局　☎ 0599（65）3057
　この活動は、公益信託自然保護ボランティアファンドの助
成金が交付されています。
　主  催　特定非営利活動法人南勢テクテク会
　後  援　南伊勢町

南伊勢町公募 
写真展のご案内 

期 日　２月１日（金）〜15日（金）

場 所　ふれあいセンターなんとう

　　　　（土・日・祝日は休館）

時 間　午前９時〜午後５時まで

　南伊勢町観光協会が主催する町内を対

象とした、第一回南伊勢町公募写真展を

開催します。

　応募点数３５０点の中から入選作を中

心に３５点展示致します。
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平
成
１９
年
１２
月
１１
日
か
ら
行
わ
れ
た
、

﹁
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
﹂
期
間
の

初
日
に
、
国
道
２
６
０
号
神
津
佐
大
橋
交

差
点
で
、
交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
地
元
駐
在
所
の
警
察
官
と
交
通
安
全
協

会
南
勢
支
部
役
員
、
交
通
安
全
を
願
い
啓

発
グ
ッ
ズ
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
五
ヶ
所
浦

の
徳
田
工
業
さ
ん
方
が
、
﹁
飲
酒
運
転
根

絶
﹂
﹁
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
﹂
を
願

い
、
チ
ラ
シ
と
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
り
、
交

通
安
全
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　　
平
成
１９
年
１０
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
、

東
海
地
域
新
人
大
会
三
重
予
選
伊
勢
度
会

支
部
大
会
が
伊
勢
市
で
行
わ
れ
、
島
津
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
が
見
事
優
勝
を
果
た

し
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
１１
月
１７
日
か
ら
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
三

重
県
大
会
が
名
張
市
で
行
わ
れ
８
地
区
か

ら
１４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
接
戦
の
末
決
勝

に
進
出
し
強
豪
を
相
手
に
準
優
勝
し
ま
し

た
。

　
３
月
に
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
三
重
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
１
月
４
日
、
町
民
文
化
会
館
で
成
人

式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
１
５
５
人
が

出
席
し
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝

辞
や
激
励
の
言
葉
に
対
し
、
新
成
人
を

代
表
し
て
平
谷
太
成
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
た
友
人
と
話
た
り
、
記
念
撮
影

な
ど
を
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。

　
１
月
２
日
、
内
瀬
大
橋
付
近
で
内
瀬
み

の
る
会
主
催
の
第
６
回
新
春
穂
原
凧
あ
げ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
正
月
の
伝
統
行
事
で
あ
る
凧

あ
げ
を
通
じ
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間

に
な
れ
ば
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
程
よ
い

風
が
吹
き
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
大
空
に
舞
い
上
が
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
手
作
り
凧
で
は
変
わ
っ
た
形
の
凧
、
連

凧
な
ど
個
性
あ
る
作
品
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
有
志
の
方
に
よ
る
豚
汁
の
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
、
参
加
者
は
寒
い
中
舌
鼓

を
う
ち
ま
し
た
。

　
大
会
の
最
後
に
は
﹁
み
の
る
会
﹂
が
作

っ
た
縦
３
４
０
㎝
、
横
２
２
０
㎝
の
大
き

な
凧
を
あ
げ
会
場
は
大
き
な
感
動
を
よ
び

ま
し
た
。
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わが家のアイドル 運転免許証の更新のお知らせ 

　はじめまして、りあんです。最近おしゃべ
りができるようになり、おじいちゃんとおば
あちゃんとおしゃべりするのが好きです。お
えかきがとくいで、とくにおじいちゃんのお
かおやおふねを書いています。音楽が聞こえ
てくるとおしりをふっておどるのが好きです。
いろんな所へいくので、見かけたらこえをか
けてね。阿曽浦（お母さん　山下恵子さん） 

【        】 山下　吏杏 ちゃん 
18年・2月 
6日生まれ 

やました　　　　　りあん  

▼とき・ところ 

　2月14日（木）　午前10時～10時45分 

　　ふれあいセンターなんとう多目的ホール 

　2月28日（木）　午前10時～10時45分 

　　南伊勢町町民文化会館 

お知らせハガキに指定された場所で更新の手続きを 

お願いします。　 

更新手続きに必要なもの 

①お知らせハガキ　②運転免許証

③手数料　　　　　④写真（3㎝×2.4㎝）

●詳しくは、

　伊勢警察署（☎ 0596−20−0110）

　防災安全課（☎ 0599−66−0255）

　地域サービスセンター総務室

　　　　　　（☎ 0596−77−0001）まで

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
国
際
親
善
大
会
出
場
！ 

　
南
海
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
大
下
竜
平
さ
ん
、

羽
根
健
太
郎
さ
ん
︵
南
海
小
６
年
︶
が
１
月
７
日

に
、
南
伊
勢
町
役
場
︵
南
勢
庁
舎
︶
を
訪
れ
、
稲

葉
輝
喜
町
長
に
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
国
際
親
善

大
会
出
場
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
選
手
は
、
昨
年
の
７
月

２８
日
か
ら

３０
日
に
全

国
か
ら

３２
チ
ー
ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
第
２
回

び
わ
こ
オ
ー
プ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

︵
国
際
親
善
大
会
出
場
選
手
選
考
会
︶
で
の
活
躍

が
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
に
認
め
ら
れ
、

国
際
親
善
大
会
出
場
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
３
月

２６
日
か
ら

３１
日
ま
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

国
際
親
善
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
町
長
か
ら
は
﹁
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
激
励

を
受
け
ま
し
た
。
両
選
手
の
大
会
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
消
防
団

出
初
式
が
町
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
国
旗
、
団
旗
、
町
長

へ
の
敬
礼
の
あ
と
、
永
年
の
勤
続
や

功
績
等
を
た
た
え
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

受
彰
者
を
代
表
し
て
第
４
分
団
副
分

団
長
茶
屋
公
春
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

羽根健太郎さん　　　大下竜平さん 
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情報 

健康福祉課事業 2月1日～2月29日 

無
料
相
談
所
を
開
設
致
し
ま
す
。 

日
　
　
時 

　
　
２
月
１７
日
︵
日
︶
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
　
　
所 

　
　
い
せ
ト
ピ
ア
︵
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
１
︶

　
　
伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６
２
番
地
１
２

　
　
☎
０
５
９
６
︵
２
１
︶
０
９
０
０
︵
予
約
不
要
︶

相
談
内
容 

　
　
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
不
動
産
登
記
全
般 

　
　
　
　
　

　
　
会
社
の
設
立
・
増
資
・
役
員
の
変
更
な
ど
の
商
業
登
記
全
般 

　
　
自
己
破
産
・
調
停
・
個
人
再
生
手
続
、
法
律
扶
助
の
方
法 

　
　
訴
え
、
そ
の
他
裁
判
所
提
出
書
類
作
成
等
々
、
町
民
の
方
々
が

　
　
抱
え
て
い
る
身
近
な
問
題
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　
　
三
重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部 

　

　
　
上
田
郁
雄
　
☎ 

０
５
９
６
︵
２
８
︶
２
８
３
５ 

　
　
川
元
秀
幸
　
☎ 

０
５
９
６
︵
２
１
︶
３
１
２
０

　
な
お
、
先
着
順
で
す
の
で
混
み
合
っ
て
い
る

場
合
は
お
待
ち
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

御
了
承
く
だ
さ
い
。

成人関係 

事　業 月　日 受付時間 実 施 場 所 対　象　者

成　　人
健康相談

２月26日㈫

２月28日㈭

成人健康相談をご希望の方は、健康福祉課
（0599-66-1114）までご予約をお願いします。

役場南勢庁舎（五ヶ所浦）

ふれあいセンターなんとう（村山）

13：30〜15：30

13：30〜15：30

乳幼児関係 

事　業 月　日 時　　間 実 施 場 所 対　象　者

２月26日㈫

２月28日㈭

２月15日㈮

役場南勢庁舎（五ヶ所浦）

ふれあいセンターなんとう（村山）

役場南勢庁舎（五ヶ所浦）

９：30〜11：30

10：00〜12：00

乳 幼 児
健康相談

１ 歳 半・
3歳児健診

乳幼児（主な対象者は、5・7・12・24ヶ月の

　　　　お子さんです。）

１歳半児対象；平成18年6月1日〜7月31日生
３歳児対象；平成16年7月1日〜8月31日生

受付時間
13：00〜13：30
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平成20年 2月 

各業務の問い合わせは 各業務の問い合わせは 各業務の問い合わせは 

◆南勢庁舎　市外局番（0599） 
総務課 
行政改革推進室 
防災安全課 
企画商工観光課 
税務課 
住民保険課 
健康福祉課 
介護福祉課 
地域サービスセンター 
　産業土木室 
　生活環境室 
　南勢クリーンセンター 
　南勢一般廃棄物最終処理場 
　切原コンポストセンター 
会計課 
議会事務局 
（FAX）議会フロア 
（FAX）総務フロア 
（FAX）企画フロア 
（FAX）事務課フロア 
（FAX）地域サービスフロア 
愛州の館 
町立南伊勢病院 
◆南島庁舎　市外局番（0596） 

建設課 
水産海洋課 
農林課 
下水道課 
水道課 
生活環境課 
クリーンセンターなんとう 
地域サービスセンター 
　総務室 
　住民室 
学校教育課（ふれあいセンターなんとう） 
 
生涯学習課（ふれあいセンターなんとう） 
 
（FAX）1階フロア 
（FAX）2階フロア 
（FAX）ふれあいセンターフロア 
 
 ◆出張所 

南伊勢町役場宿田曽出張所 
 
南伊勢町役場中島出張所 
 
南伊勢町役場鵜倉出張所 
 
南伊勢町役場島津出張所 

66－1111 
66－1154 
66－0255 
66－1366 
66－1112 
66－1116 
66－1114 
66－1115 
 
66－1250 
66－2206 
66－0057 
65－3082 
66－0030 
66－1770 
66－1781 
66－2164 
66－1904 
66－1846 
66－2166 
66－1113 
66－2440 
66－0011

77－0008 
77－0007 
77－0006 
77－0009 
77－0010 
77－0005 
76－1233 
 
77－0001 
77－0011 
 
76－0001 
 
76－1011 
76－0279 
76－1660 
 
76－1114

0599－69－2001 
 
0596－72－1040 
 
0596－72－0004 
 
0596－78－0001

2
月
の
納
税
と
納
付 

固 定 資 産 税　４期分（2月分） 

国民健康保険税　11期分（2月分） 

住　　宅　　料　  2月分 

水　　道　　料　  1月分 

下水道使用料　  1月分 

浄化槽使用料　  1月分 

介 護 保 険 料　11期分（2月分） 

子育て支援事業 問い合わせ先　☎ 0596－72－1014（子育て支援センター） 
　　　　　　　☎ 0596－76－0076（南島子育てサロン） 
　　　　　　　☎ 0599－66－0015（南勢子育てサロン） 

★ 南勢サロンの駐車場は旧五ヶ所中学校の校舎の前です。
　体育館前の傾斜の所は危険ですので、止めないでください。

事　　　　業 月　日 時　間 実　施　場　所 対象者

親子ふれあい広場

訪　問　事　業

２月６日㈬

２月19日㈫

２月12日㈫・14日㈭

２月６日㈬

２月13日㈬

２月27日㈬

10：30
〜11：30

10：00
〜11：30

子育て支援センター（阿曽浦）

南勢子育てサロン（船越）

宿浦シルバーセンター

南勢子育てサロン（船越）

南勢子育てサロン（船越）

未入園児

みんなで遊ぼう 
（出前わんぱく） 

 

箱で遊ぼう 

 

人形劇をみる 

未入園児

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
月
の
障
が
い
者（
児
） 

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

　
三
重
済
美
学
院
『
ブ
レ
ス
』

が
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

● 

２
月
７
日（
木
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

場
所
　
役
場
南
勢
庁
舎 

● 

２
月
２１
日（
木
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

場
所
　
役
場
南
島
庁
舎 

※
で
き
る
だ
け
当
日
ま
で
に

　
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
巡
回
相
談
日
に
来
庁
す
る

　
こ
と
が
難
し
く
、
訪
問
に

　
来
て
ほ
し
い
な
ど
と
い
っ

　
た
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す

　
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。 

問い合わせ先　　伊勢・度会地区障害相談支援センター 

三重済美学院『ブレス』（〒516-0077 伊勢市宮町1丁目5-20） 
    ☎：0596－20－6525　ＦＡＸ：0596－20－6535 
    メール：breath@mie-saibi.or.jp　 
　 ホームページ：http://www.mie-saibi.or.jp 
介護福祉課　☎ 0599－66－1115 
住　民　室　☎ 0596－77－0011

　南伊勢町・朗読ボランティア「さえずり会」「なぎさ会」では、「広報みなみいせ」をカセットテ 
ープに音訳し、目の不自由な方や高齢者のみなさんに聞いていただいています。テープの必要 
な方は南伊勢社会福祉協議会までご連絡ください。☎ 0599－66－1211

2
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町立南伊勢病院2月勤労者外来診療 
土曜日 
　午前9時～午前11時30分まで 
　　　　☎ 0599－66－0011

● 白菜のシャキシャキサラダ 

作り方 

　冬野菜を代表する白菜ですが、お鍋に入れるばかりでは飽きてし
まいます。今回は白菜の甘みとシャキシャキ感を楽しむ一品をご紹
介します。マヨネーズとハムのコンビで子供さんも喜ばれると思い
ます。どうぞお試しください。 
 

❶  白菜は5ｃｍ幅で千切りにする。ボールに白菜を入れて塩をし、　

　 15分置く。（白菜のシャキシャキ感が残るくらい） 

❷  ロースハムはいちょう切りにする。 

❸  ❶の白菜の水気をよく絞りロースハムを加えてマヨネーズで和える。

　　器に盛り付けトマトを飾る。　　　　　　管理栄養士　山本恵以 

コレステロール教室 
●２月１日（金）・15日（金） 
　　　　　　午前10時～11時 

糖尿病食事教室（昼食付き） 
●２月８日（金）・22日（金） 
　　　　　　午前11時～午後12時30分 

　昼食付きです。付き添いの方にも500円で 
　昼食をお出しできます。 
●場　所　町立南伊勢病院2階会議室 
●申込み　☎ 0599－66－0011　 

　　　　　　　　　管理栄養士　山本恵以 

栄養コーナー 

日 月 火 水 木 金 土 
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燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

ペットボトル 

発泡スチロール 

ペットボトル 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

資 源 ご み 
（紙類・布類・牛乳パック） 
【島津・吉津】 

資 源 ご み 
（紙類・布類・牛乳パック） 
【五ヶ所・南海】 

資 源 ご み 
（紙類・布類・牛乳パック） 
【宿田曽・神原・穂原】 

資 源 ご み 
（紙類・布類・牛乳パック） 
【鵜倉・中島】 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

な
ん
と
う
持
込
可 

南
勢
最
終
処
分
場 

不
燃
物
持
込
可 

2月 2月  FEBRUARYFEBRUARY
（2／1   2／29） ▲

 ごみ収集カレンダー 
分別収集にご協力ください。 

発泡スチロール 

燃えるごみ 

生ゴミ、水切りしっかりと。 

建国記念の日 

材　料（4人分） 
白菜　　　　　葉4～５枚 
塩　　　　　　小さじ1/2杯 
ロースハム　　3枚 
マヨネーズ　　大さじ3杯 
トマト（飾り）1/2個 

缶・燃えないごみ 
【五ヶ所・南海】 
【島津・吉津】 

その他プラスチック 
白色トレー 

缶・燃えないごみ 
【宿田曽・神原・穂原】 
【鵜倉・中島】 

缶・燃えないごみ 
【宿田曽・神原・穂原】 
【鵜倉・中島】 

その他プラスチック 
白色トレー 

その他プラスチック 
白色トレー 

その他プラスチック 
白色トレー 

ビン・ガラス類 
【五ヶ所・南海】 
【島津・吉津】 

缶・燃えないごみ 
【五ヶ所・南海】 
【島津・吉津】 

粗 大 ご み 
【島津】 

ビン・ガラス類 
【宿田曽・神原・穂原】 
【鵜倉・中島】 

ビン・ガラス類 
【五ヶ所・南海】 
【島津・吉津】 

粗 大 ご み 
【鵜倉】 

ビン・ガラス類 
【宿田曽・神原・穂原】 
【鵜倉・中島】 

粗 大 ご み 
【吉津】 

【　　　　　　　】 東宮・奈屋浦・贄浦 
道方・大江・道行竈 

粗 大 ご み 
【中島】 

【　　　　　　　】 阿曽浦・大方竈 
慥柄浦 


